
令和 5 年度「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

委託先（ 青森県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 
SDGｓの視野を広げ、未来を生き抜く生徒の育成～人権

の精神を将来の生き方に活かす～ 

○調査研究のテーマを設定した目的 

当該校では、「知性豊かに 心身を鍛え 未来生き抜く生徒」を教育目標に掲げ、校訓

「自主 創造 協調」のもと、教育活動に励んでいる。「知性豊かに」とは自分自身の向

上を目指し、「心身を鍛え」とは他の人と協調して生きることを目指すものである。また、

「未来を生き抜く」とは自らの知識や人間性を基に人生を切り拓いていける人材を育成

することにつながる。 

生徒が生きる未来社会においては、地球規模の視点で、環境や多様性という諸問題に

取り組んでいかなければならないことは明白であると考える。その点において、国連サ

ミットで採択された『持続可能な開発のための２０３０アジェンダ』の中核を為す「持続

可能な開発目標」（Sustainable Development Goals：SDGｓ）に目を向け、一人とし

て取り残すことのない豊かな世界を目指すことは、地球上に住む我々一人一人が心に刻

んでいく必要があることである。 

当該校では、生徒一人一人が、地球規模の視点を持ちつつ、自らを育んだ郷土に対して

も理解を深め、その活性化に向けた活動ができる地域人材として成⾧してほしいと願っ

ている。そのような力を身に付けさせるためにも、社会が目指す方向性の一つとしてＳ

ＤＧｓを位置付け、一人一人がその力を発揮して生き生きと生活ができる社会を構築す

るための人権教育に取り組みたい。 

○調査研究の概要 

当該校は人権課題として「外国人」「子供」「女性」「高齢者」「障害者」「インターネッ

トによる人権侵害」「性的指向・性自認」「SDGs」を中心に人権教育を基盤とした教育活

動をすすめた。その結果、人権に関して以下のような変容がみられた。 

・周りの人がどう思うかを考え、互いを認め合う態度の向上 

・困っている人がいたら助けていきたいという態度の向上 

・ボランティア活動などの積極的な参加 

新型コロナウィルス感染症によって行うことができなかった活動が、今年度徐々に復

活され、様々な人との関わりが増えた。そのことによって人権に関しての正しい考え方

も身に付きつつある。今後も人権に対する正しい知識と意識の向上を図るために、教育

活動全体において、人権教育との関連を図り、人権教育を充実させていきたい。 

 



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

佐井村立佐井中学校 

○これまでの研究指定等の状況 

１９９７年：文部省指定の人権教育研究指定校 

○学級数 

３学級 

○児童生徒数(R5.4.1) 

全生徒数：２９人 

○URL 

www.vill.sai.lg.jp 

○指定理由 

当該校では、令和２年度より、総合的な学習の時間において、SDGs に関しての学習

を推進してきた。この取り組みは、現在当該校で行っている様々な活動に対して「人権

意識の育成」に役立てるものとして有効であると考えられる。 

当該校の地域には、高等学校がなく中学校卒業後は地域外の学校で学ぶことになる。

また、当該校の地域は人口減少のため過疎化の危機にある。そのような中で、未来を切

り拓くためには、自分たちのコミュニティーだけではなく、異なる価値観を持った地域

や人たちとの関わりは欠かせない。年齢や性別、人種等の壁を越え、心豊かなつながり

を得るためには人権意識の確立と高揚が重要となるため、本研究が有効であると考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○取り組んだ人権課題について 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  
 

①子供 ○ 

②女性 ○ 

③高齢者 ○ 

④障害者 ○ 

⑤同和問題  

⑥アイヌの人々  

⑦外国人 ◎ 

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害 ○ 

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認 ○ 

⑭その他（SDGs） ○ 

  
 

  



3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

自他の人権を尊重し、将来を豊かに生きることの価値を共有する人権教育を推進する

ために、以下の人権課題を中心に調査研究を行いたい。 

 

①外国人への理解 

・仮説…講演や外国人との交流を行うことで、外国の制度や習慣をはじめとした共通

性や違いを理解することで、互いに認め思いやる気持ちを育成することができる。 

・根拠…外国人との交流をもった方からの講演や外国人の子供たちとの交流を全校生

徒が参加して実施する。 

②ネットトラブル等に対する理解 

・仮説…情報モラル教室において、インターネットによるトラブルの未然防止と人間

関係の構築の方法を見直し、自分の人権を守るとともに、他者の人権を守ろうとする

態度を育成することができる。 

・根拠…情報モラル教室において、情報機器に関わる実際のトラブルにふれ、自己の

利用の仕方を考える。 

 

これらを中心に行うことで、日常の教育活動で自他を尊重する意義を意識させつつ、

各教科の授業や行事において人権との関連を示し、それぞれの活動を通して人権に関わ

る力をどのように身に付けるのかを明確にする。そのことによって、学校の教育活動全

体を通した人権意識の育成を図る。 

県教育委員会としては、調査研究内容の設定及び見直し、人権教育年間指導計画及び

提出資料作成に係る指導・助言を行う。また、人権感覚の育成を図る教育活動を推進す

るため、人権教育全般に関わる情報等について、担当指導主事や関係機関の担当者等に

よる指導・助言を行うなどの支援を行う。（具体的な指導、助言及び支援に関する取組

については、「実施計画」参照。） 

○実施方法 

＜教員＞ 

①教科の年間指導計画や行事の要項に人権教育の視点を加える。 

・日常の指導において、教職員が人権を意識して働きかけることで、教育活動全体に根ざ

した人権意識の育成を図ることが期待できる。 

②SDGs と関連した地域や関係機関の人材を活用する。 

・いろいろな分野の人材と活用し、ふれ合うことによって、様々な見方や考え方の醸成が

期待できる。 



③人権推進講座へ教員を派遣する。 

・様々な角度から人権に関する知識を学ぶことで、人権教育のより一層の推進が期待で

きる。 

④各種アンケートの実施とスクールカウンセラーを活用する。 

・各種アンケートをもとに、スクールカウンセラーと一緒に分析し、学級経営や人間関係

づくりに生かすことで、自他の人権を尊重する意識の向上が期待できる。 

＜生徒＞ 

取組 対象 教科・科目 実施方法・成果 

人権教室 全学年 特別活動 人権擁護委員による講話によって、よりよい人

間関係づくりのための知識を学び、人権に対す

る実践的態度や自他を認め合い、多様な考えを

受け入れる気持ちが養われた。 

人権作文コンクール応

募 

代表生徒 国語 

少年防犯弁論大会参加 代表生徒 国語 

小中合同体育祭 全学年 

＋小学生 

特別活動 縦割活動を通して、異年齢集団である小学生を

指導することで、平等性と自他の価値を尊重し

ようとする態度が身に付いた。 

ＳＯＳの出し方教室 全学年 特別活動 スクールカウンセラーによる、困ったときの発

信の仕方と、逆に困っている人の発信の受け取

り方について学ぶことができた。 

思春期教室（妊婦体験） 全学年 保健体育 外部講師から性に関する専門的な知識や技能

を学び、また妊婦体験を通して、男性も女性も

互いを価値のあるものとして尊重し合い、命を

大切にする心情を育成することができた。 

救急法講習会 全学年 保健体育 

薬物乱用防止教室 全学年 保健体育 

赤十字登録式 全学年 特別活動 赤十字活動にかかわる理念を知り、だれもが赤

十字の一員であることを自覚することができ

た。 

青少年赤十字のつどい 代表生徒 特別活動 

青森県立保健大学への

訪問 

全学年 総 合 的 な 学

習 

高齢者に関わる健康や医療の現状を知ると共

に、高齢者に対する思いやりの気持ちが高ま

り、自己の価値観の向上を図ることができた。 

「 ヘ ル ス ア ッ プ ㏌ さ

い」での交流 

全学年 保健体育 地域の方との協働活動を通して、高齢者と触れ

合う活動や奉仕活動の推進、思いやりの心を育

むことができた。 

居住地校交流 3 年 特別活動 ２校の特別支援学校との居住地校交流を実施

することで障害者に対して、人間の尊厳をはじ

めとしたノーマライゼーションの理念を養う

ことができた。 

居住地校交流 2 年 特別活動 

異文化交流教室：ニカ 全学年 総 合 的 な 学 ニカラグアにおける貧しさや文化、困っている



ラグアの女子野球部と

の交流 

習 ことを理解することで、普段暮らしている私た

ちの生活がいかに幸せな状況であるのか、何か

できることはないかを考えることができた。 

異文化交流講話：ウク

ライナからの避難民に

よる講話 

全学年 総 合 的 な 学

習 

突然平穏な暮らしが奪われ、異国の地に避難し

なければならなくなったことを知り、世界の

人々が平和に暮らしていくことの大切さにつ

いて考えることができた。 

ＡＬＴお別れ会 全学年 特別活動 これまでお世話になった ALT に感謝の気持ち

を込めて手紙や色紙を作るなど、外国人に対す

るより深い思いやりの気持ちを育むことがで

きた。 

情報モラル教室 全学年 特別活動 外部講師の講話から、情報機器の正しい使い方

と健康被害についての知識を身に付けること

で、ネットトラブルについて考え、人権尊重の

意識をもってインターネットを正しく利用し

ようという態度が高まった。 

修学旅行 3 年 総 合 的 な 学

習 

総合的な学習の時間を中心とした SDGs の学習

と ESD の視点に立った学習を実施したことに

より、様々な立場の方々とふれあい、解決すべ

き社会課題をとらえ、それぞれの地域を取り巻

く環境問題や人権問題について考えることが

できた。 

職場体験学習 2 年 

ジオパーク体験学習 1 年 

SDGｓの学習発表会 全学年 

伝統芸能「神楽」練習開

始 

代表生徒 特別活動 地域に伝わる神楽をはじめとした伝統芸能の

継承を通して、地域の方との関わりを多くも

ち、自他の良さを認め、自分たちの住む故郷へ

の愛着の心を育むことができた。 

文化祭における伝統芸

能「神楽」披露 

全学年 特別活動 

全校調理実習「あおも

り食命人」 

全学年 家庭科 地域の食材を、様々な方々に提供してもらいな

がら、料理人の監修による調理実習を行い、自

分たちが住む豊かな自然と地域の方々のあり

がたさを感じることができた。 

海の食育アクションｉ

ｎさい 

全学年 家庭科 豊かな海を守るための講話を通して海の現状

について知り、様々な人と協働しながら海の未

来を守っていこうとする態度が養われた。 

クリスマス宅配ボラン

ティア 

希望生徒 特別活動 社会福祉協議会の方々と協力しながら 1 人暮ら

しの高齢者へのクリスマスプレゼントを梱包

し、1 軒ずつ渡すボランティアを行った。高齢



者に対して進んで敬おうとする態度が養われ

た。 

イングリッシュキャン

プ（福島県ブリティッ

シュヒルズ） 

希望生徒 英語 村の補助を活用し、オールイングリッシュでイ

ギリス人との交流や年越しイベントを行った。

イギリスの文化に触れることで、外国人に対す

る理解を深めることができた。 
 

 

  



4．検証・評価・改善・普及 

・実施方法：全生徒へのアンケートや記述 

・実施時期：令和４年１２月と令和５年１２月の比較 

・実施指標：３段階 

 

①よくできた（とても思う）②だいたいできた（少し思う）③できなかった（全く思わな

い） 

検証項目 評価（方法や結果） 成果、改善と普及 

子供 

（知的側面） 

 

（価値的・態度的側面） 

 

 

（技能的側面） 

自分の発言や言動が相手を傷つけてしま

うことがあるということを理解できた。 

① R4 92.3 → R5 92.9 

相手の嫌がることを言わずに公平に接し

ようと思う。 

① R4 96.2 → R5 96.4 

相手のことを考えた発言や行動をするこ

とができた。 

 R4 76.9 → R5 85.7 

成果：同学年・異学年、また下級生の面倒

を見ることなどはよく行われてきた背景が

ある中で技能的側面がやや高まった。 

改善：さらに少子化が進む中で子ども間の

結びつきが強まる一方、特定のグループか

ら外れて孤立する子どもが出ることも予想

される。次年度も、小中との連携、保護者・

地域との連携を引き続き強めていく必要が

ある。 

女性 

（知的側面） 

（価値的・態度的側面） 

 

 

（技能的側面） 

妊婦の大変さについて理解できた。 

① R4 53.8 → R5 92.9 

妊婦さんが困っていたら手を差し伸べよ

うと思う。 

① R4 80.8 → R5 96.4 

男性も女性も助け合いながら生活するこ

とができる。 

 R4 84.6 → R5 85.7 

成果：妊婦体験では、保健師に指導してい

ただき、大変さについての理解が大幅に深

まった。 

改善：少子化の影響で、村では妊婦に出会

う機会が少ないが、将来社会に出た時に男

女とも助け合って生活していこうという態

度を実践できるようにしていく必要があ

る。そのために、次年度も保健師に指導し

ていただく予定である。 

高齢者 

（知的側面） 

 

（価値的・態度的側面） 

 

（技能的側面） 

高齢者がどんなことで困っているか知っ

ているか。 

① R4 88.5 → R5 89.3 

高齢者に手助けしたいと思う。 

① R4 96.2 → R5 96.4 

高齢者とともに楽しく活動することがで

きた。 

 R4 38.5 → R5 89.3 

成果：昨年までは感染症の影響で実際に触

れ合う場面自体が少なかったが、今年はヘ

ルスアップ㏌さいを実施したことによりア

ンケートの数値が大幅に増えた。 

改善： コロナウィルス感染症拡大前には、

現在より多くの触れ合う行事が行われてい

た。次年度以降も、クリスマス宅配ボラン

ティアのような行事に積極的に参加できる

体制を整えていきたい。 



障害者 

（知的側面） 

 

（価値的・態度的側面） 

 

 

（技能的側面） 

障害者のことについて知ることができ

た。 

① R4 80.7 → R5 85.7 

障害者に対して差別することなく接しよ

うと思う。 

① R4 84.6 → R5 89.3 

障害者と公平に接することができた。 

 R4 84.6 → R5 96.4 

成果：地域には障害に関する施設がなく、

身近に障害者とふれる場面は居住地校交流

に限られている。その中でも障害者に対す

る人権意識は根付いている。 

改善：次年度は、ろうあや肢体不自由とい

った佐井村では普段接することができない

障害者との交流も検討中である。 

外国人 

（知的側面） 

 

（価値的・態度的側面） 

 

 

（技能的側面） 

外国人の貧しい暮らしについて理解でき

た。 

① R4 42.3 → R5 89.3 

困っている外国人に手を差し伸べようと

思う。 

① R4 53.8 → R5 85.7 

外国人と偏見なく接することができた。 

 R4 38.5 → R5 92.9 

成果：外国人は地域に ALT しかいないので、

外国人について、ほぼ理解していない状況

であったが、ニカラグアやウクライナ、イ

ギリスの人たちとの交流を通して、外国人

のことをよく知るきっかけとなった。 

改善：次年度は台湾に出向いて交流する計

画もある。一過性で終わることなく、様々

な交流する場を設けることで外国人に対す

る理解や態度を高めていきたい。 

インターネットによる 

人権侵害 

（知的側面） 

（価値的・態度的側面） 

 

 

（技能的側面） 

ネットによる人権侵害について理解でき

た。 

① R4 88.5 → R5 92.9 

ネットへの書き込みによって相手がどう

思うかを考えるようになった。 

① R4 92.3 → R5 96.4 

ネット等を使うにあたって相手のことを

考えて利用することができた。 

 R4 84.6 → R5 89.3 

成果：ネットの書き込み等による人権侵害

に関しては、これまで情報モラル教室を毎

年実施したこともあり高い水準で理解して

いる。 

改善：今年度は健康被害も合わせて相手が

どう思うかを重点的に実施した。実際の使

い方に関して、相手がどう思うかを考えさ

せていく指導は必要だと考えられるので、

次年度も引き続き情報モラル教室を行う予

定である。 

性的指向、性自認 

（知的側面） 

 

（価値的・態度的側面） 

 

 

（技能的側面） 

いろいろな性的指向があることを理解で

きた。 

① R4 69.2 → R5 71.4 

いろいろな性的指向に対して偏見の目で

見ないようにしようと思う。 

① R4 92.3 → R5 92.9 

いろいろな性的指向があることに対して

認めることができた。 

 R4 88.5 → R5 89.3 

成果：性的指向については、身近にいない

ため、実感できていない部分もあるが、理

解は深まっている。 

課題：これから生きていく中で性的指向に

関して様々な人がいて、どのように関わっ

ていけばいいかを理解しておくことが大切

だと考える。次年度も引き続き、保健体育

の授業や社会の人権関係の授業において、

理解を深めていきたい。 



その他（ＳＤＧｓ） 

（知的側面） 

 

（価値的・態度的側面） 

 

 

（技能的側面） 

地域の方々の支えがあって、いろいろな

活動ができていることが理解できた。 

① R4 73.1 → R5 78.6 

私たちのことを支えてくれる地域の方々

に感謝したい。 

① R4 80.8 → R5 89.3 

地域の方々と協力してボランティア活動

に参加することができた。 

 R4 25.0 → R5 53.8 

成果：コロナウィルス感染症により行うこ

とができなかった活動が復活してきてお

り、地域と協力して活動する機会が増えた。 

改善：次年度以降も SDGs 関係の講師や地

域の助けを借りながら、郷土の学習を行う

とともに、そういった方々への感謝の気持

ちをもたせていくようにしていきたい。 

 
 

  



５．人権教育に係る年間指導計画 

  



６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む 

 

 


